
【ファム・ファタール	――	芸術家たちの女神】	

G.マーラー：《リュッケルトの詩による５つの歌曲》	より	

	 1901～03 年にかけて作曲された《リュッケルトの詩による５つの歌曲》は、

同じリュッケルトの詩を用いた《亡き子をしのぶ歌》と同時期の作品だが、連

作歌曲集ではなく、曲順の指定もない。「私はほのかな香りを吸いこむ」は、

爽やかな菩提樹の香りが広がるような愛の歌。「美しさゆえに愛するのなら」

は、美貌や若さなどではなく、真心から愛してほしいと願う歌。	

	

R.シュトラウス：私は花束を編みたかった	

	 1918 年に完成したブレンターノの詩による《６つの歌》の第２曲。ドイツ・

ロマン派の詩人クレメンス・ブレンターノの詩は寓意に満ちており、曲調もそ

の雰囲気を伝えている。また、品良く織り込まれたコロラトゥーラの技巧が、

旋律を印象づけている。	

	

プフィッツナーの歌曲	

	 「孤独な女」は、1894～95 年にかけて作曲された《５つの歌曲》作品９の第

２曲。夜の森で自然の音に耳を澄ませる歌。詩はアイヒェンドルフ。「あなたの

美しさは何処から」は、1924 年に作曲された《６つの愛の歌》作品 35 の第３

曲。７度もノーベル文学賞にノミネートされたドイツ・新ロマン主義の女流作

家リカルダ・フーフの詩による。	

	

ツェムリンスキーの歌曲	

	 シェーンベルクの良き理解者であり、マーラーとも親交を結んだオーストリ

アの作曲家ツェムリンスキーは、激動の世紀転換期と生涯をともにした。1934

年に作曲された《６つの歌曲》作品 22 の第５曲「民謡」は、民謡のリズムで不

思議な旋律が歌われる、同時代のドイツ詩人クリスティアン・モルゲンシュテ

ルンの詩を用いた作品。1900 年頃に作曲された歌集《ばらのイルメリンとその

他の歌》作品７は、当時ツェムリンスキーが夢中になっていたアルマ・シンド

ラー（のちのアルマ・マーラー）に捧げられた。その第４曲「ばらのイルメリ

ン」は、デンマークの詩人で植物学者でもあったイエンス・ペーター・ヤコブ

センの詩による。	

	

シェーンベルク：《４つの歌曲》	より	

	 1899 年に作曲された《４つの歌曲》作品２は、シェーンベルクの最初期の歌

曲集。無調音楽の時代に入る前の、後期ロマン派の消息を伝えている。リヒャ

ルト・デーメルの詩による第１曲「期待」は、暗く沈んだ色合いで、濃厚なイ



メージを描き出す。同じくデーメルの詩による「あなたの金の櫛を私に」は、

恋人の持ち物に対するフェティシズムを感じさせる。	

	

A.マーラー：《５つの歌曲》	より	

	 恋多き女性アルマ・シンドラーは、1902 年にグスタフ・マーラーと結婚した。

アルマが多くの男性芸術家を夢中にさせたのは、その容姿に加え、芸術全般に

わたる豊かな教養と感性を持ち合わせていたからだった。歌曲に関しては、ツ

ェムリンスキーに学んだところが大きく、以下の２曲は 1910 年に出版された。

デーメルの詩に付曲した「静かな都会」は、旅人がたどり着いた、雪に包まれ

た夜の街を描く。ビーアバウムの詩に付曲した「なま暖かい夏の夜」は、深夜

の森での逢瀬を描いている。	

	

ベルク：《７つの初期の歌曲》	より	

	 アルバン・ベルクの歌曲は、そのほとんどがシェーンベルクに師事する前、

10 代後半から 20 代前半に作曲された。《７つの初期の歌曲》は、1905～08 年に

書かれた初期の歌を集めたもの。その第２曲「葦の歌」は、ニコラス・レーナ

ウの同名詩集の詩を用いている。第５曲「室内で」は、秋の夕陽が差し込む部

屋の満たされた情景を描いている。詩はヨハネス・シュラーフ。リルケの詩に

よる第４曲「無上の夢」は、夜のロマンティックな夢想を歌う。	

	

コルンゴルト：《３つの歌》	より	

	 「モーツァルトの再来」と呼ばれ、神童の名をほしいままにしたコルンゴル

ト。《３つの歌》作品 22 は、アメリカへ亡命する前の、ウィーンにおける名声

の絶頂期に作曲された。その第３曲「世界は静かにまどろみ」は、オペラの

ようなドラマ性が感じられる歌で、詩はカール・コバルト。第１曲「あなたは

私の何？」は、コルンゴルトが好んで用いた女流詩人エレオノーレ・ファン・

デア・ストラーテンの詩による。ゆったりとした流れのなかに深い愛情が包み

込まれたような曲である。	

	


